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毎月10日・25日

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

う

ら

ら

か

な

七

五

三

十
一
月
十
五
日
は
七
五
三
。

昼
前
に
な
る
と
寒
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、

ど
こ
の
神
社
も
、
き
れ
い
に
着
飾
っ
た

子
供
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
神
社
に
参
拝

を
し
た
あ
と
、
境
内
の
紅
葉
を
バ
′
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
す
る
家
族
が
目
立
ち
ま

し
た
。

町の人口

（49年10月末現在〕

人　口　24，085

男11，694

女12，391

世帯数　7，096
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名称も決まり、落ちついた、たたずまいを見せる

「えぶり山荘」

老
人
憩
い
の
家

名

称

決

ま

る

渕

野

正

行

献
詩
で
一
席

十
一
月
二
日
、
県
教
育
委
員
会
と
柳

川
市
教
育
委
員
会
の
共
催
で
開
か
れ
た

「
白
秋
祭
」
で
、
献
詩
に
応
募
し
て
い

た
水
巻
中
学
校
三
年
の
渕
野
正
行
く
ん

が
一
席
に
、
同
三
年
生
の
岡
智
子
さ
ん

が
佳
作
に
人
選
し
ま
し
た
。

こ
の
「
白
秋
祭
」
は
、
故
人
北
原
白

秋
を
し
の
ん
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
柳
川
市
の
詩
碑
の
前
で
は
、

渕
野
く
ん
が
中
学
校
の
部
を
代
表
し
て

献
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

紅
∪

そ
し
て
死
も
橋

生
昇
と
死
界
の
運
命
の
か
け
酪

橋
の
終
り
に
立
つ
老
婆

右
手
に
白
い
ユ
リ
の
花
を

左
手
に
は
黒
い
曲
が
っ
た
つ
え
を
持

つ
老
婆

渡
り
く
る
者
に
ユ
リ
を
さ
さ
げ
る
老

婆と
、
ユ
リ
は
ま
た
た
く
間
に
真
紅
に

そ
ま
り
、
た
お
れ
る
人

恐
怖
の
死
界

人
生
は
長
い
橋

お
わ
り
が
見
え
な
い
長
い
橋

あ
る
者
は
歩
き

あ
る
者
は
な
ま
け

あ
る
者
は
す
み
で
泣
き
く
ず
れ
る

あ
ま
り
に
Ｉ
ｌ
呈
州
き
橋

あ
ま
り
に
長
き
橋

人
の
た
め
息
を
制
す
る
神
は
い
な
い

人
々
は
進
む

橋
の
上
を
進
む

点
き
橋
を
進
む

長
き
橋
を
進
む

人
々
は
、
老
婆
の
も
と
へ
進
む

ふ
に
お
ち
な
い

不
起
訴
処
分
は

検
察
審
査
会
へ

応
募
総
数
九
十
五
の
う
ち

高
松
区
・
山
本
蓉
子
さ
ん
が
当
選

町
は
、
「
水
巻
町
老
人
憩
い
の
家
」

の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
町

内
居
住
者
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
た
名
称

の
う
ち
「
え
ぶ
り
山
荘
（
さ
ん
そ
う
）

」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
審
査
は
、
去
る
十
一
月
十
三
日

議
会
立
会
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
応
募
総
数
九
十
五
の
中
に
は
、
老

人
憩
い
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
ば
か

り
で
審
査
に
も
長
い
時
間
を
費
し
ま
し

た
が
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
決
定
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
「
え
ぶ
り
山
荘
」
の

名
で
応
募
さ
れ
た
方
が
四
名
い
た
た

め
、
抽
選
を
行
な
い
一
名
を
選
出
し
た

結
果
、
高
松
区
の
山
本
蓉
子
さ
ん
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
（
他
の
三
名
の
方

に
つ
い
て
は
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま

す
）な

お
、
え
ぶ
り
山
荘
の
開
所
は
、
十

二
月
十
六
日
か
ら
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
．

白
秋
崇
献
詩
一
席

水
巻
中
学
校
三
年

渕
野
　
正
行

橋
こ
と
ば
は
橋

愛
情
、
友
情
、
慰
め

の
か
け
橋

ギ
タ
ー
は
橋

緊
張
と
く
つ
ろ
ぎ
の

か
け
橋

書
物
は
橋

著
者
と
読
者
の
美
し

い
か
け
橋

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は
橋
、

現
実
と
空
想
の
正
義

の
か
け
橋

ソ
ア
ラ
ー
は
橋

人
間
と
希
望
と
大
空

の
か
け
橋

罪
を
犯
し
た
人
に
刑
罰
を
科
す
る
の

は
裁
判
所
の
役
目
で
す
。
し
か
し
、
裁

判
所
が
審
理
を
始
め
る
た
め
に
は
、
ま

ず
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
所
へ
起
訴
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
事

件
を
起
訴
す
る
か
し
な
い
か
は
検
察
官

に
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
察
官
の
仕
事
は
た
い

へ
ん
重
要
で
、
常
に
厳
正
公
平
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
事
件

の
中
に
は
判
断
を
誤
る
こ
と
が
絶
対
に

な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

の
仕
事
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を

審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
人
で

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な

い
方
は
、
こ
の
検
察
審
査
会
に
そ
の
処

分
の
当
否
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。小

倉
北
区
金
田
一
丁
目
、
小
倉
検
察

審

査

会

（

曾

5

6

1

・

3

4

3

1

）
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－
　
差
別
の
な
　
い
明
る
　
い
町
を
】
つ
ー

同

和

問

題

を

町

民

み

ん

な

　

の

も
　
の
　
に
　
す
　
る

差
別
の
な
い
明
る
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
今
回
よ
り
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
同
和
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
同
和
対
策
審
議
会
が
政
府
に
答
申

し
た
内
容
か
ｌ
ら
抜
粋
し
ま
し
た
が
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（3）

前
　
　
文

昭
和
3
6
年
1
2
月
7
日
、
内
閣
総
理
大

臣
は
本
審
議
会
に
対
し
て
、
「
同
和
地

区
に
関
す
る
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策

」
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
同
和
問
題
は
人
類
普
遍
の
原
理

で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
む

問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る

課
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
審
議
会

は
こ
れ
を
未
解
決
に
放
置
す
る
こ
と
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
対
策
の
探
究
に
努
力
し
た
。

そ
の
間
、
審
議
会
は
問
題
の
重
要
性

に
か
ん
が
み
存
置
期
限
を
二
度
に
わ
た

っ
て
延
長
し
、
同
和
地
区
の
実
情
把
握

の
た
め
に
全
国
お
よ
び
特
定
の
地
区
の

実
態
の
調
査
も
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果

は
附
属
報
告
書
の
と
お
り
き
わ
め
て
憂

慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り
、
関
係
地
区
住

民
の
経
済
状
態
、
生
活
環
境
等
が
す
み

や
か
に
改
善
さ
れ
平
等
な
る
日
本
国
民

と
し
て
の
生
活
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
の
で
あ

る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
本
答
申
の
報
告

を
尊
重
し
、
有
効
適
切
な
施
策
を
実
施

し
て
、
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
し
、
恥

ず
べ
き
社
会
悪
を
払
拭
し
て
、
あ
る
べ

か
ら
ざ
る
差
別
の
轟
き
歴
史
の
終
止
符

が
一
日
も
す
み
や
か
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
万
全
の
処
置
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
要

望
し
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
和
問
題
の
認
識

同
和
問
題
の
本
質
（
そ
の
こ

い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社

会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形

成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団

が
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位

の
状
照
に
お
か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い

て
も
、
な
お
い
ち
じ
る
し
く
基
本
的
人

権
を
侵
害
き
れ
、
と
く
に
近
代
社
会
の

原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深

刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
多
数
の
国
民
が
社
会

的
現
実
と
し
て
の
差
別
が
あ
る
た
め
に

一
定
地
域
に
共
同
体
的
集
落
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
最
近
こ
の
集
団

た
　
め
　
に

的
居
住
地
域
か
ら
離
脱
し
て
一
般
地
区

に
混
在
す
る
も
の
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
も
ま
た
そ
の

伝
統
的
集
落
の
出
身
な
る
が
ゆ
え
に
陰

に
陽
に
身
分
的
差
別
の
あ
つ
か
い
を
う

け
て
い
る
。

集
落
を
つ
く
っ
て
い
る
住
民
は
、
か

っ
て
「
特
殊
部
落
」
　
「
後
進
部
落
」
　
「

細
民
部
落
」
な
ど
蔑
称
で
よ
ば
れ
、
現

在
で
も
「
未
解
放
部
落
」
ま
た
は
、
「

部
落
」
な
ど
と
よ
ば
れ
、
明
ら
か
な
差

‘

／

別
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
未
解
放
部
落
」
ま
た
は
「
同

和
関
係
地
区
」
　
（
以
下
単
に
「
同
和
地

区
」
と
い
う
）
の
起
源
や
沿
革
に
つ
い

て
は
、
人
類
的
起
源
説
、
宗
教
的
起
源

説
、
職
業
的
起
源
説
、
政
治
的
起
源
説

な
ど
の
諸
説
が
あ
る
0
し
か
し
、
本
審

議
会
は
、
こ
れ
ら
同
和
地
区
の
起
源
を

学
問
的
に
究
明
す
る
こ
と
を
任
務
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
世
人
の
偏

見
を
打
破
す
る
た
め
に
は
っ
き
り
断
言

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
同

和
地
区
の
住
民
は
異
人
種
で
も
異
民
族

で
も
な
く
、
疑
い
も
な
く
日
本
民
族
、

日
本
国
民
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

家
内
労
働
法
を

守
り
ま
し
ょ
う

家
内
労
働
法
は
家
内
労
働
者
の
労
働

条
件
の
向
上
を
は
か
り
、
家
内
労
働
者

の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
も
の

で
、
次
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

一
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

内
職
を
発
注
す
る
人
は
、
内
職
を

す
る
人
に
仕
事
を
委
託
す
る
と
き
家

内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と
。

二
、
工
賃
の
支
払
い

工
賃
は
通
貨
で
そ
の
全
額
を
支
払

，
つ
こ
と
。

こ
れ
は
、
あ
ら
ま
し
で
す
が
詳
し
く

は
八
幡
労
働
基
準
監
督
署
へ
。

人間は生まれながらにして

平等自　由　で

十
二
月
四
日
か
ら

人
権
週
間
が
始
ま
り

ま
す
。昭

和
二
十
三
年
の

国
際
連
合
総
会
で
「

世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
て
、
今
年

は
二
十
六
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。
世
界
人

権
宣
言
の
第
一
条
に

は
「
す
べ
て
人
間
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
自
由
で
あ
り
、
尊

厳
と
権
利
に
お
い
て

平
等
で
あ
る
」
と
宣

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
意

法
に
も
「
す
べ
て
国
民
は
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

す
る
基
本
的
人
膚
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
で
あ
る
」
と
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
人
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
だ
れ
か
ら
も
侵
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
尊
い
基
本
的
人
権
を
も

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
自
分
の
こ
と

に
専
念
す
る
あ
ま
り
他
人
の
権
利
を
無

視
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
他
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ

と
は
自
分
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
を
十
分
理
解
す
べ
き
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
自
己
の
権
利
を
守
る

と
と
も
に
、
他
人
の
権
利
を
も
尊
重
し

合
っ
て
明
る
い
平
和
な
生
活
を
送
る
よ

う
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
万
は
、

い
つ
で
も
人
権
擁
護
要
員
（
机
・
室
井

寛
蔵
、
下
二
・
吉
田
サ
カ
ヱ
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
次
の

と
お
り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○

日

時

　

1

2

月

6

日

　

1

0

時

～

1

5

時

○
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

○
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

1
2
月
の
心
配
ご
と
相
談

十
二
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
1
2
月
6
日
　
1
0
時
～
1
5
時

1

2

月

1

6

・

2

6

日

　

1

3

時

1

1

6

時

3

0

分

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
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昭
和
五
十
年
成
人
式
該
当
者

移
動
で
も
れ
た
方
は

Ｙ
二
ノ
教
育
委
員
会
に
連
絡
を
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
成

人
式
に
該
当
す
る
新
成
人
の
調
査
壕
行
な
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
該
当
す
る
の
は
、
昭
和
ノ
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
該
当
者
を
九

月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
に
よ
っ
て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
間
の
転
入
・
転
出
な
ど
、
移
動
の
た
め
に
次
の
名
簿
に
名

前
の
載
っ
て
い
な
い
万
、
又
、
九
月
一
日
以
降
水
巻
町
に
転
入

さ
れ
て
該
当
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
居
住
地

区
の
公
民
館
長
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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、1

史
、
山
本
秀
明
、
小
坂
時
子
、
藤
崎

渉
、
浅
附
健
一
、
入
江
妙
子
、
苦
満
正

俊
、
川
崎
和
明
、
坂
田
絹
子
、
多
田
光

子
、
城
智
恵
子
、
石
本
陽
子
、
長
谷
部

重
昭
、
樋
口
敏
和
、
田
中
直
樹
、
森
田

賢
治
、
馬
場
茂
光
、
松
本
泰
男
、
藤
崎

紀
子
、
岩
崎
俊
朗
、
鬼
自
著
、
村
上
保

弘
吉
田
団
地
　
森
晴
夫
、
森
田
菊
江
、

吉
田
幸
子
、
組
田
一
広
、
木
下
守
夫
、

郷
内
美
恵
子
、
栗
林
登
、
山
本
千
栄
、

千
恵
子
、
渡
部
八
重
子
、
藤
井
敏
和
、
　
治
、
工
藤
秀
美
、
山
田
篤
子
、
佐
藤
ヨ

木
野
和
代
、
植
本
実
、
森
田
啓
子
、
久

保
田
品
、
武
尾
昌
子
、
宮
崎
義
光
、
御
、
Ｊ

筆
由
起
子
、
田
中
力
、
斎
藤
和
生
、
戸
．
′

野
口
章
、
楠
八
重
照
代
、
川
辺
則
幸
、

内
野
還
、
山
本
祐
子
、
．
比
嘉
淳
治
、
吉

原
恭
子
、
椎
葉
尋
、
外
山
郁
子

シ
エ
、
嘉
納
幸
子

中
央
区
　
中
村
ち
あ
き
、
藤
井
敏
和

二
杜
区
　
加
悦
晃
、
蒲
田
康
子
、
荒

門
田
比
都
美
、
宮
田
保
、
石
松
敏
夫
、

庄
原
ま
き
え
、
佐
々
木
道
子
、
右
石
総

代
美
、
石
橋
兼
道
、
正
田
泰
久
、
小
松
叩

田
和
子
、
小
笠
原
智
美
、
福
本
純
二

松
栄
荘
団
地
　
竹
馬
絹
代
、
石
黒
敬

典
、
右
田
幸
子
、
阿
部
健
司
、
幸
田
邦

弘
、
山
下
芳
子

帆
　
柴
田
美
保
子
、
秦
潤
子
、
安
藤

千
鶴
、
室
井
香
代
美
、
野
坂
高
行
、
片

山
陽
雄
、
中
谷
陽
一

古
賀
　
笈
田
利
子
、
井
上
守
、
富
永

孝
徳
、
美
浦
喜
明
、
栗
田
千
津
子
、
井

木
尚
志
、
中
野
浩
次
、
西
原
秀
美
、
池

永
恵
子
、
奥
村
正
明
、
田
中
正
博
、
田

中
朱
美
、
三
好
忠
夫
、
北
村
陽
子
、
伊

福
ト
キ
子

立
屋
敷
　
入
江
昭
彦
、
入
江
久
美
子

入
江
喜
久
雄
、
入
江
昌
子

伊
左
座
　
小
林
徳
子
、
吹
田
保
敏
、

柳
鶴
政
広

み
ず
ほ
団
地
　
水
田
洋
子
、
松
永
暫

蚕

多
賀
谷
和
枝
、
安
部
信
子
、
浦
川

典
子
、
小
田
裕
子
、
田
中
俊
郎
、
藤
井
′

桂
子
、
大
住
章
二
、
上
野
則
子
、
世
良

棋
一
郎
、
有
迫
百
合
子
、
宇
野
正
幸
、
ト

野
中
玲
子
、
大
山
猛
、
竹
下
紀
代
美
、

後
藤
孝
彦
、
杉
本
英
子
、
藤
原
隆
幸
、

田
中
清
之
、
有
賀
悟
、
岩
崎
英
生
、
坂

元
政
博

原
美
智
子
、
吉
野
和
子
、
尾
島
正
敏
、

江
内
田
琢
磨

下
二
町
住
　
事
氷
久
子
、
河
村
憲
一

、
小
柳
敏
子
、
永
島
修
二
、
馬
場
勢
津

子
、
吉
良
佐
英
子
、
深
水
修
一
、
白
石

武
、
二
宮
信
子
、
松
尾
貴
仁

入
江
興
産
　
井
出
口
美
代
子

林
住
宅
　
弓
戸
健
二

吉
田
ノ
一
川
畑
雪
徳
、
佐
々
木
美

幸
、
渡
辺
か
ず
子
、
久
保
登
美
子
、
粟

崎
悟
、
要
田
早
苗
、
飯
田
和
彦
、
権
藤

静
、
藤
野
芳
春
、
池
永
美
代
香
、
広
田

由
美
子
、
福
沢
真
由
美
、
井
手
千
代
美

具
志
綾
子
、
今
住
法
明
、
森
山
善
和
、
．

大
森
か
す
み
、
田
代
泰
正
ヾ
　
米
田
幸

子
、
佐
々
木
美
保
、
田
中
康
子
、
長
崎

真
弓
、
本
田
信
夫
、
松
本
み
ゆ
き
、
郷

内
文
代
、
山
崎
悦
子
、
仮
屋
静
雄
、
吸

山
国
男
、
土
井
久
美
子
、
菅
原
恵
子
、

長
谷
津
子
、
一
小
路
進
、
黒
土
王
雄

1
日
　
美
吉
野
団
地
　
浜
田
洋
子
、
酉
園
康

子
、
常
盤
勝
、
藤
本
英
夫
、
森
田
博

道
、
松
崎
勝
博
、
久
野
晶
子
、
畑
下
由

恵
、
山
中
敏
治
、
今
井
富
士
雄
、
小
永

吉
稔
、
竹
野
明
美
、
堀
政
広

地
英
子
、
め
お
と
石
孝
子
、
富
谷
芳
徳

林
陽
子
、
福
山
利
明
、
福
崎
由
貴

！
　
樋
口
　
太
田
優
子
、
幸
村
雄
二
、
高

’
′

井
俊
宜
、
安
部
美
予
子
、
木
下
弘
子
、

中
村
富
士
雄
、
坂
田
桂
子
、
柴
崎
弥
恵

子
、
中
井
由
美
子
、
成
尾
英
文
、
高
浪

絹
子
、
矢
鍋
義
朗
、
長
尾
加
代
子
、

田
美
智
子
、
森
義
輝
、
大
庭
照
美
、

岡
稲
子
、
後
藤
英
治
、
下
川
草
子
、

本
英
之
、
谷
川
時
春

山植野

日
二
　
二
　
中
島
幸
子
、
増
田
秀
二
、
大
村
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松
生
、
徳
丸
三
和
子
、
田
仲
龍
吾
、
船

津
美
江
子
、
原
田
繁
三
、
中
原
敏
昭

で
　
二
町
住
　
阿
部
忍
、
大
谷
茂
樹
、
渡

辺
孝
治
、
中
倉
孝
次
、
久
徳
琢
磨
、
山

本
千
鶴
、
吹
田
奈
津
枝
、
有
馬
未
俊

下
二
　
入
江
秀
子
、
永
野
司
郎
、
村

田
厚
子
、
西
崎
禎
次
、
滝
北
彰
、
葛
目

京
子
、
矢
野
澄
子
、
嶺
才
三
、
嶺
は
る

、
近
藤
す
ず
子

㍗
ニ
昌
ノ
二
　
副
田
謙
治
、
藤
山
美

保
、
田
仲
純
二
、
亀
岡
素
司
、
杉
本
昭

緑
風
園
　
牟
田
順
子
、
小
手
川
ひ
と

み
、
官
本
誠
治
、
山
本
紀
美
子
、
柳
川

正
子
、
古
賀
恵
子
、
清
水
初
美
、
高
屋

晃
、
橋
本
善
代
美
、
白
木
清
隆
、
宮
本

誠
治

則
、
鍵
本
久
夫
、
松
本
志
津
、
岩
本
和
の
頃
禾
藤
崎
松
美
、
坂
井
靖
司
、
小

摩
、
宮
津
敏
男
、
浅
野
謙
二
、
妹
尾
朋
　
林
純
子
、
時
枝
千
草
、
井
手
広
、
星
野

里・．．：

日　豊
郵」尺

洋
子
、
岩
永
美
子
、
児
玉
弘

田
由
美
子
、
笹
田
隆
、
大
川

■
ｂ

、
′

子
、
三
顧
良
子
、
古
野
月
恵
、
福
沢
英

治
、
上
杉
修
、
佐
藤
智
己
、
佐
々
木
誠

治
、
長
本
マ
リ
子
、
岡
部
省
三
、
竹
辺

正
道ｉ

日
田
ノ
三
　
五
島
淳
一
、
漠
浩
二

郎
、
広
瀬
文
夫
、
三
宅
宏
一
、
野
元
正

秀
一
、
徳
王
信
子
、
石
川
み
ど
り
、
近

藤
真
理
、
小
島
希
世
子
、
積
木
法
子
、

児
島
博
明
、
花
田
幸
枝
、
田
中
麗
子
、

松
本
和
明
、
原
口
経
子
、
鶴
原
義
広
、

村
井
誠
、
瀬
治
郁
子
、
高
倉
悦
子
、
芳

賀
裕
治
、
上
村
修
、
大
場
一
重
、
山
崎

）

猪
熊
　
中
島
真
理
子
、
福
田
美
恵

子
、
大
貝
噸
子
、
塚
本
幸
子
、
山
内
孝

、
中
本
明
彦
、
大
貝
桂
子
、
岡
田
宏
、

福
島
司
、
河
野
美
代
子
、
光
末
清
美
、

石
川
道
子
、
松
本
健
二
、
瓜
生
健
次
、

長
野
正
美
、
岡
部
京
子
、
下
元
幸
彦
、

高
木
信
彦
、
江
口
秀
敏
、
遠
藤
恵
美

子
、
杉
原
史
子

猪
熊
町
住
　
平
山
益
枝
、
中
本
光
登

㌔
醗
輿
絹
鏑
，
茂
永
さ
つ

き
、
山
本
紹
枝
、
浅
田
秀
喜
、
平
野
正

春
、
上
田
秀
封
、
中
原
栄
美
子
、
岡
本

洋
子
、
恒
吉
等
、
野
中
君
江
、
小
鉢
勝

バ
　
古
賀
区
　
吉
田
裕
子
、
菅
原
政
敏
、

於
保
美
智
子
、
於
保
満
利
子
、
村
下
範

夫
、
杉
野
噸
子
、
佐
藤
早
苗
、
徳
永
末

夫
、
江
崎
和
枝
、
白
土
治
靖
、
山
下
貞

雄
、
古
賀
巌
、
字
高
則
子
、
井
島
純

也
、
山
本
敏
彦
、
小
用
初
美
、
秋
吉
千

恵
美
、
高
瀬
勝
則

錘
梅
ノ
木
区
　
大
家
礼
子
、
中
岡
伸

夫
、
長
崎
多
鶴
子
、
井
上
忠
生
、
藤
元

美
智
子
、
深
山
奈
津
枝
、
加
釆
幸
子
、

京
忠
義
、
馬
淵
正
行
、
白
川
栄
作
、
永

島
三
和
子
、
蔀
須
磨
子
、
河
津
ひ
ろ

み
、
江
頭
喜
代
美
、
友
永
芳
美
、
本
田

千
代
、
内
野
幸
子
、
西
藤
数
子
、
山
口

雪
広
、
定
末
和
弥
、
太
田
和
子
、
長
木

哲
也
、
吉
川
加
代
子
、
山
元
博
志

雄
高
松
区
河
井
武
吉
、
井
手
隆
、
池

田
敏
彦
、
有
馬
宗
忠
、
山
田
正
子
、
瀬

尾
健
司
、
辻
野
祐
二
、
藤
本
孝
情
、
杉

本
千
栄
子
、
松
井
端
恵
、
河
津
芳
子
、

加
藤
真
由
美
、
宮
川
弘
行
、
丸
岡
桃

枝
、
上
村
英
己
、
加
藤
茂
樹
、
近
藤
愛

子
、
坂
本
昌
子
、
山
北
千
穂
美
、
碓
井

春
子

句
。
三
ツ
頭
区
　
落
合
誠
次
、
塚
本
智
恵

子
、
木
村
保
広
、
柴
田
雄
二
、
山
下
友

恵
、
角
保
初
代
、
一
村
玲
子
、
小
野
京

子
、
本
田
光
幸

賢登
も号．．
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掛
金
は
町
が
負
担
し
ま
す

6

5

歳

に

な

れ

ば

役
場
に
申
請
を

町
は
、
老
人
福
祉
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
の

「
交
通
災
害
共
済
契
約

掛
金
」
を
、
全
額
町
費

で
負
担
す
る
制
度
を
七

月
一
日
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は
、
北
九
州

市
と
近
隣
市
町
で
行
な
っ
て
い
る
共
済

制
度
で
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ

っ
た
人
に
、
そ
の
け
が
等
の
程
度
に
よ

っ
て
五
千
円
か
ら
五
十
万
円
ま
で
の
見

舞
金
を
お
く
る
も
の
で
、
関
係
市
町
内

居
住
者
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
「
老
人
交
通
共
済
掛
金
支
給

制
度
」
は
、
こ
の
交
通
共
済
制
度
に
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
全
員
加
入
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
掛
金
は
町
が
負
担
す
る

制
度
で
す
。

加
入
に
は
申
請
が
必
要

こ
の
老
人
共
済
掛
金
の
支
給
を
受
け

る
方
法
、
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
は
随
時
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
町
が
掛
金
を
負
担
す
る
資
格
条
件

①
水
巻
町
民
で
水
巻
町
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

㊥
六
十
五
歳
以
上
の
者

㊥
掛
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て
い

る
者

二
、
掛
金
支
給
申
請
の
方
法

①
吼
込
先
　
役
場
住
民
相
談
室
（
申

請
用
紙
は
用
意
し
て
い
ま
す
。
印
か

ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

㊥
申
込
期
日

ィ
、
六
月
一
日
ま
で
に
六
十
五
歳
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
す
で
に
各
区
長
を

通
じ
て
申
請
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
役
場
住
民
相
談
室
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
申
し
出
の
日
に
加
入
の
手
続
き

を
し
ま
す
。

ロ
、
七
月
一
日
以
降
に
満
六
十
五
歳

と
な
る
万
は
、
随
時
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
六
十
五
歳
の
誕
生
日
前
一
ケ

月
か
ら
受
付
け
を
し
ま
す
。

三
、
契
約
の
継
続
契
約
期
間
は
一
年

で
す
が
、
一
度
申
請
を
し
た
万
は
転
出

な
ど
で
資
格
が
な
く
な
る
ま
で
、
町
で

自
動
的
に
継
続
を
行
な
い
ま
す
。

堅
戸
籍

住

民

基

本

台

帳

こ
れ
は
、
戸
籍
と
は
一
応
別
に
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
じ
窓
口
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
少
し
ふ
れ
て
お
き
ま
し

よ
ナ
ウ
。住

民
基
本
台
帳
は
、
そ
の
目
的
か
ら

「
市
町
村
に
お
い
て
、
住
民
の
居
住
関

係
の
公
証
・
選
挙
人
名
簿
の
登
録
そ
の

他
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と

す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
任
所
に
関
す

る
届
出
等
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
記
．

録
を
正
確
か
つ
統
一
的
に
行
な
う
住
民
、
．

基
本
台
帳
の
制
度
を
定
め
、
こ
れ
に
よ

っ
て
住
民
の
利
便
を
増
進
す
る
。
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
選
挙
人

名
簿
の
登
録
、
国
民
年
金
・
国
民
健
康

保
険
の
加
入
・
受
給
　
（
特
別
な
場
合

は
、
住
民
基
本
台
帳
の
転
出
手
続
き
を

し
て
も
国
保
組
合
員
と
し
て
継
続
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
、
印
鑑
登
録

の
資
格
、
町
で
扱
っ
て
い
る
行
政
以
外

で
も
運
転
免
許
証
の
取
得
等
広
範
な
行

政
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
重
要
な
記
録
で
も
あ
る
た
め

住
民
と
し
て
の
法
的
地
位
の
変
更
（
続

柄
の
変
更
等
）
が
あ
る
と
き
届
出
の
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

転
入
・
転
居
を
し
た
場
合
は
、
移
動

し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
転
出
を

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
氏
名

・
転
出
先
・
転
出
の
予
定
年
月
日
を
届

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か

世
帯
分
離
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
世
帯
を

設
け
た
り
、
二
つ
の
世
帯
を
合
併
し
て

一
つ
の
世
帯
に
し
た
り
、
世
帯
主
を
変

更
し
た
場
合
も
十
四
日
以
内
に
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
出
生

・
死
亡
に
つ
い
て
は
別
に
戸
籍
の
届
出

が
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
基
本
台

帳
の
記
載
も
あ
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
の

で
、
住
民
基
本
台
帳
に
つ
い
て
の
届
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
が
住
民
基

本
台
帳
、
一
般
に
は
住
民
登
録
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

む

　

す

　

び

最
後
に
戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
の

公
開
の
原
則
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
と
も
に
戸
籍

簿
・
台
帳
の
閲
覧
、
謄
抄
本
の
交
付
は

手
数
料
を
収
め
れ
ば
誰
で
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

古
い
戸
籍
に
は
現
在
廃
止
さ
れ
て
い
る

族
称
、
私
生
児
、
庶
子
等
の
記
載
が
残

っ
て
い
る
の
が
あ
り
、
名
誉
を
傷
つ
け

る
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
現
在
で
は

こ
れ
ら
の
用
語
は
原
本
を
ぬ
り
つ
ぶ
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
騰
写

の
際
省
略
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て

い
る
字
句
も
あ
り
、
本
町
で
も
こ
れ
を

励
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
戸
籍
に
つ
い
て
の
は
な
し
を

終
わ
り
ま
す
が
、
初
め
に
も
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
戸
籍
制
度
と
い
う
も
の
を
よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
届
出
等
を
確

実
に
励
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
二
戸
籍
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
又
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
役

場
住
民
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

－

お

わ

り

1

覚
せ
い
剤
絶
滅
に

ご
協
力
を

覚
せ
い
剤
は
、
心
身
を
む
し
ば
み
家

庭
を
破
壊
し
ま
す
。
覚
せ
い
剤
絶
滅
運

動
に
ご
協
力
を
お
疎
い
い
た
し
ま
す
。

遊
び
の
一
本
は

破
滅
の
一
歩

あ
な
た
の
近
く
に
覚
せ
い
剤
を
注
射

し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
、
覚
せ
い

剤
を
使
っ
て
い
る
と
食
欲
不
振
・
衰
弱

・
不
眠
・
不
安
・
幻
覚
・
幻
聴
・
幻
視

・
精
神
錯
乱
・
精
神
分
裂
・
被
害
盲
想

等
の
病
状
が
現
れ
、
狂
暴
性
犯
罪
を
犯

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
使
用
の
た
め
に
本
人
は
破

滅
し
、
そ
の
家
庭
は
暗
い
悲
惨
な
毎
日

を
過
ご
す
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た

め
に
も
覚
せ
い
剤
絶
滅
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

㌢
さ
…
ｌ
1
．
…
き
き
≡
貫
き
…
一
一
．
！
≡
」

ヽ用いヽ∩′ｌｌ川．．Ｊヽ′Ｈｌｌ．ハＪヽ′ｌＨＨＨｎ′ヽ′ｌ‖ｌＪへ′ヽ′ｌ‖ｌ－′ヽ′ヽ′ｌ山ｈ′｝ヽ′ｌＭｌ・′■ヽ′．1日′ヽ′ヽ′ｌｌ

主　　みんなそろって明るい正月を

…　　　歳末たすけあい運動

き　　11月20日～12月20日

ｉ姶讐晋豊子もに今年も歳末たすけあい運動が
すべての人たちが明るい正月を迎えることがで

きるようこ協力をお顧いいたします。
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土

11月1日～12月31日

戸
綿大

折
尾
警
察
署
で

は
、
－
十
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
を
特
別

防
犯
活
動
期
間
と

し
て
、
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
の
侵
入

盗
犯
は
、
四
十
八
年
中
に
九
千
二
百
六

十
五
件
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
あ

き
巣
ね
ら
い
は
四
千
百
六
十
九
件
で
、

全
体
の
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は

あ
き
巣
の
居
直
り
に
よ
る
殺
人
や
、
痴

漢
に
襲
わ
れ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件

も
多
発
し
て
い
ま
す
。
折
尾
署
管
内
で

准
看
護
学
ノ
院

学

生

を

募

集

遠
賀
・
中
間
医
師
会
准
看
護
学
院
で

は
、
准
看
護
婦
を
志
す
人
を
求
め
て
い

ま
す
。
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
募
集
人
員
　
4
0
名

◇
入
学
資
格
　
中
卒
・
高
卒
お
よ
び
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

◇
願
書
受
付
　
4
9
年
1
2
月
1
日
1
5
0
年

2
月
1
2
日

◇
試
験
日

・
2
月
1
3
日
　
筆
記
（
国
語
、
社
会
〕

・
2
月
1
4
日
　
面
接
、
身
体
検
査

◇
試
験
場
所
　
看
護
学
院
（
魯
6
9
1

・
3
4
6
3
）

ｈ

ソ

　

ま
，

レ

ｔ

丈
夫
　
で
　
す
か
′

も
住
宅
、
団
地
な
ど
が
ふ
え
て
い
る
た

め
、
あ
き
巣
の
被
害
も
多
く
な
り
、
今

年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
で
二
百
九
十
四

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
管
内
三
十
五
の
団
地
を
対
象
に

十
一
月
か
ら
年
末
ま
で
の
二
カ
月
間
を

特
別
防
犯
活
動
期
間
と
定
め
、

○
　
あ
き
巣
、
居
あ
き
な
ど
強
盗
、
殺

人
に
発
展
す
る
侵
入
盗
犯
の
防
止

○
　
痴
漢
な
ど
婦
女
暴
行
、
殺
人
に
つ

な
が
る
性
犯
罪
の
防
止

を
中
心
と
し
た
防
犯
懇
談
会
を
開

き
、
住
民
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う

防
犯
灯
の
設
置
や
あ
き
巣
、
痴
漢
の
防

止
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
懇
談
会
の
開

催
を
希
望
す
る
団
地
の
万
が
あ
れ
ば
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

折
尾
警
察
署
防
犯
課
防
犯
係

（

舎

6

9

1

・

〇

一

3

3

1

）

〝
狩
猟
解
禁
″

銃
の
取
扱
い
に
は

万
全
を

十
一
月
か
ら
狩
猟
解
禁
と
な
り
許
可

を
得
て
猟
銃
を
持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん

は
、
今
楽
し
く
予
定
を
た
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
銃
の
携
帯
と
運
般

・
狩
猟
免
許
を
と
ら
な
け
れ
ば
狩
猟

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
猟
銃
等
を
携
帯
、
運
般
す
る
と
き

は
、
お
お
い
を
か
け
る
か
容
器
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
狩
猟
す
る
場
合
以
外
は
空
包
、
実

包
ま
た
は
空
気
銃
弾
を
装
て
ん
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
狩
猟
の
方
法

・
保
護
区
、
休
猟
区
、
公
道
、
社
寺

境
内
、
墓
地
、
農
林
大
臣
の
指
定

す
る
公
園
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

場
所
で
の
鳥
獣
捕
獲
は
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

・
狩
猟
の
危
険
性
を
考
え
、
市
街
地

そ
の
他
、
人
家
の
た
て
こ
ん
だ
場

所
で
の
狩
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
弾
の
矢
先
を
確
認
し
、
危
険
な
方

向
に
向
け
て
の
射
撃
は
い
け
ま
せ

ん
。

○
銃
の
保
管

・
銃
の
保
管
庫
を
設
け
、
人
目
に
つ

き
に
く
い
所
に
厳
重
固
定
し
、
必

ず
そ
の
中
に
入
れ
、
施
銃
し
て
保

管
し
て
い
ま
す
か
。

・
保
管
庫
の
鍵
は
必
ず
別
の
場
所
に

人
目
の
つ
か
な
い
所
に
保
管
し
て

い
ま
す
か
。

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

「電話601－8883」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないとき直接「管工事組合」

にお電話を－。

も
し
盗
難
に
あ
っ
た
ら

一
一
〇
番
へ
。

生
活
の

一

部

に

　

し

よ

う

火

の

点

検

火

災

予

防

週

間

1

1

月

2

6

日

～

1

2

月

2

日

秋
も
深
ま
り
そ
ろ
そ
ろ
ス
ト
ー
ブ
や

こ
た
つ
が
こ
い
し
く
な
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
火
災
の
発
生
も
一
番
多
い

時
期
で
す
。
暖
房
器
具
の
取
扱
い
は
も

ち
ろ
ん
、
火
災
の
発
生
源
と
な
る
も
の

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
注
意
を
．
は
ら
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

家
庭
で
は
、
次
の
こ
と
を
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
暖
房
器
具
お
よ
び
器
具
の
置
き
場

所
は
安
全
で
す
か
。

㊥
　
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

は
適
当
で
す
か
。

㊥
　
消
火
器
は
備
え
て
い
ま
す
か
。

④
　
灯
油
な
ど
の
保
管
場
所
は
、
火
災

予
防
上
安
全
で
す
か
。

⑤
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
も
れ
が
な
い
よ

う
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
期
間
に
は
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
が
、
火
災
発
生
と
は
違
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

午
前
7
噂
、
午
後
8
時
（
い
ず
れ
も

一
分
間
）

日　曜　在　宅　医
ワ

12月1日　伊藤医院　皮膚科　頃末　691・0520

8日　入江医院　外　　科　頃末　601・3320

15日　渡辺医院　外　科　頃末　691・2616

22日　楠本医院　内・児科大膳橋691・0385

診察時間は9：00～17：00原則として往診はいたしません

↑

ロ
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
藤
　
衛
門
　
口
　
編
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水
　
巻
　
町
　
住
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1

ｒ

－
4
3
2
1
）
　
　
ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


